
 

（別紙①） 

仕様等に対する質問・回答書 

 

令和７年９月３日 

 

（企局第２４５号 旭川第一発電所など水力発電所１２か所の電力売却及び亀島配水場

で使用する電気の調達） 

 

質  問  事  項 回    答 

 

〇仕様書第２章１項（１） 

・系統連系受電サービス料金については、

実額を買受人が負担するものと認識して

おりますが、入札書提出以前に系統連系

受電サービスに係る諸元（各地点の課金

対象電力、基本料金に係る系統設備効率

化割引適用の有無）についてご教示いた

だくことは可能でしょうか。 

 

〇仕様書第３章９項 

•本発電所の非化石価値を活用するメニ

ューについて、貴県で設定のご希望があ

りますでしょうか。また設定する場合は、

現行の岡山ゼロカーボン電気プランと同

等のスキームを想定されておりますでし

ょうか。 

 

 

•当該メニュー設定する場合、現行の岡山

ゼロカーボン電気プランの需要家へご案

内いただくことは可能でしょうか。 

 

 

〇電気需給契約書第３条３項 

• 「甲又は乙は、供給期間の中途で乙が

電気契約要綱、標準料金表及び選択要綱

を変更することにより電気料金の改定を

行った場合には、書面をもって契約単価

の見直しについて協議することができ

る」旨の記載がございますが、具体的な

事例を想定されているものがございまし

 

 

 本回答書表①「系統連系受電サービス

料金 契約情報」を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

旭川第一発電所など水力発電所１２か

所の電力売却に係る仕様書Ｐ４第３章９

より、連携事業については本県及び買受

人との協議の上決定されますが、本県で

現行のプランと同等であることや、その

他内容について、公告時点では求めてい

ません。 

 

 現行の連携事業の需要家への案内につ

いては、本県と連携事業の相手方（現行

の買受人）との協議の上、可能であれば

案内できます。 

 

 

事例の一つとして、電気需給契約書

（案）第３条４により、燃料費等調整額

及び再生エネルギー発電促進賦課金は、

一般送配電事業者が定める供給条件等に

よるものとしていますが、これらの算定

方法が変更されたことにより、落札者の

電気料金の改定が行われることを想定し



 

たらご教示いただけますでしょうか。 

 

〇電気需給契約書第３条４項 

・供給期間の中途で燃料費等調整額の算

定方法が変更となる場合、本契約におい

ても変更後の算定方法が適用されるので

しょうか。また、その場合は、第３条３

項に基づき、契約単価の見直しについて

協議する事象に該当するでしょうか。 

 

 

〇電気需給契約書第 14 条２項 

•「甲の責めに帰すべき事由によって目的

物を納入することができなくなったとき

は、甲は、乙への支払を拒むことができ

ない。この場合において、乙は、目的物

を納入することを免れたことによって、

利益を得たときは、これを甲に償還しな

ければならない。」旨の規定があります

が、当該利益の計算については、インバ

ランス料金または JEPX 取引市場の約定

価格等により算定するイメージでしょう

か。 

 

〇電気需給契約書第 13 条３項、第 16 条 

・いずれも延滞利息についての内容と認

識していますが、別に規定されている理

由は何かございますでしょうか。 

 

〇電気需給契約書第 27 条第２項 

〇電気受給契約書第 19 条 

•所轄裁判所について、「被告の所在地を

管轄区域とする裁判所」とするように条

文を変更することは可能でしょうか。 

 

ています。 

 

 

変更後の算定方法が適用されますが、

電気需給契約書第３条３項により、落札

者が電気料金の改定が行われた場合、又

は第 12 条により落札者の発電事情等に

変動をきたし、契約単価を改定する必要

が生じたときは、本県と落札者で協議の

上、契約単価を改定することができます。 

 

 

当該利益の計算については、インバラ

ンス料金または JEPX 取引市場の約定価

格等により算定することを想定しており

ますが、具体的な算定方法については、

電気需給契約書（案）第 27 条により、本

県と落札者との協議の上、決定します。 

 

 

 

 

 

 

 

別に規定する理由等はありませんの

で、落札業者と協議の上、条文等の修正

について決定することとします。 

 

 

 

契約に際しては、契約書（案）を基本

とし、落札業者と協議の上、条文等の詳

細を決定することとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

表① 「系統連系受電サービス料金 契約情報」（令和７年７月時点）  

発電所  
系統連系受電  

課金対象電力(kW) 

系統設備  

効率化割引区分  

旭川発電所  22,365 受電電圧100kV超過  A-1 

新見発電所  10,846 受電電圧100kVまで  A-1 

加茂発電所  13,952 受電電圧100kVまで  A-1 

滝ノ谷発電所  101 受電電圧100kVまで  A-1 

梶並発電所  176 受電電圧100kVまで  A-1 

寄水発電所  1,495 受電電圧100kVまで  A-1 

津川発電所  359 受電電圧100kVまで  A-1 

大町発電所  1,195 受電電圧100kVまで  A-1 

千屋発電所  2,990 受電電圧100kVまで  A-1 

真加子発電所  1,195 受電電圧100kVまで  A-2 

苫田発電所  現在FIT期間中  

 

 


